





































































記： 20 {-¥; 30 {-¥; 40 f℃ 総 i』, N % N % N % N % h 
有る者 49 53.3 34 24.3 27 24<3 llO 32.1 土 4.9
無い者 43 46.7 106 75.7 84 75.7 233 67.9 ± 5.2 




N % N % 
食欲がありおいしいと感じる 71 64.5 155 66.5 
熟睡できる 61 55.5 157 67.4 
病気をしない 53 48.2 101 43.3 
排便や生理が順調で、ある 52 47.3 99 42.5 
自覚症状もなく身体のどこも何ともない 35 31.8 37 15.9 
生活が楽しく気持よく感じる 33 30.0 84 36.1 
活気があり， 意欲がある（熱中できる） 29 26.4 66 28.3 
無理がきき，労働に十分耐えられる 25 22.7 31 13.3 
肩がと岳ない 24 21.8 37 15.9 




















り，精神的症状では「ねむくなる」 32.9%, 「ちょ っとした事が思い出せない」 30.6%,
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「もの事が気になる」 27.7%の順であり，神経感覚的症状では「目がちらつく，っかれる」


















































表4 平常感じる症状の比較 図2 平常感じる症状の比較
zま 身体的症状 精神的症状 神経感覚的症状 神経感1犬覚「 身体 的症状T精神的症状 T的症 寸N % N % N % 
｜運動歴有 ｜ 42% 34% 24% 有る者 226 41.6 187 34 .4 130 23.9 
無い者 428 40.2 386 36.2 251 23.6 ｜運動歴無！ 40% 36% 24% 








｜民 20 代 30 代 40 代 総合
N % N % N % N % 
平 有 24 49.0 15 44.1 15 55.6 54 49.1 
常 鑑 24 55.8 38 35.8 32 38.1 94 40.3 
t脈専
計 48 52.2 53 37.9 47 42.3 148 43.1 
血 有 29 52.2 25 73.5 20 74.1 74 67.3 
生正 22 51.2 59 55.7 53 63.1 134 57.5 
圧 言十 51 55.4 84 60.0 73 65.8 208 60.6 
血 有 42 85.7 30 88.2 26 96.3 98 89.1 
液 無 34 79.1 93 87.7 71 84.5 198 85.0 
































































余時に＼ま前暇；時すグ＼割間る、合え＼ポ＼一、、、、年～、~ 20代（有 41) 30代 （有34) 40代（有16) 手＆ l口:,. 動 無 2 無 46 無33
歴 % % % % 
有
スポ ツー時間水，土， 日の計 3,925分 2,765 
12.8 
690 7 ,38( 
17.1 10.6 14.4 










余暇時間水，土，日の計 9,765分 22 ,810 14, 100 46,675 
運動歴の有る者は生活時間の13%を余暇時間に当てていることが判った。これは時間に




















は「読書をしたい」 43.6%, 「旅行をしたい」 37.3%, 「スポーツを したい」 31.8%，運
























）と20・ 代 30 代 40 代 草色 Z口'-有49 無 43 有34 無 106 有27 無u 有110 生正233N % N % N % N % N % N % N % N % 
畳 寝 7 14.3 7 16.3 3 8.8 8 7.5 3 11.1 11 13.1 13 11.8 26 11.2 
雑 舌”グ1.<℃ 3 6.1 5 11.6 。。3 2.8 2 7.4 2 2.4 5 4.5 10 4.3 
貝国 物 4 8.2 6 14.0 4 11.8 13 12.3 3 11.1 4 4.8 11 10.0 23 9.9 
テレビ観覧 。。2 4.7 1 2.9 13 12.3 2 7.4 ll 13.1 3 2.7 26 11.2 
ニ員手冗土 書 21 42.9 15 34.9 17 50.0 34 32.1 10 37.0 23 27.4 48 43.6 77 33.0 
スポ ー ツ 18 36.7 7 16.3 10 29.4 8 7.5 7 25.9 8 9.5 35 31.8 23 9.9 
旅 f’丁－ 25 51.0 21 48.8 7 20.6 27 25.5 9 33.3 23 27.4 41 37.3 71 30.5 
習 い 事 7 14.3 9 20.9 12 35.3 29 27.4 6 22.2 22 26.2 25 22.7 60 25.8 










































N % N % N % 
65 38.5 31 18.3 73 43.2 
25 20.7 36 27.8 60 49.6 
90 31.0 67 23 .1 133 45.9 
類した。これを運動歴の有無で比較してみると社会的理由では有者が多く，家庭的理由で
は無者が多い。
内容をみると，社会的理由では 「近く に施設や場所がない」次いで 「仲間がいない」の
順であり，運動する ことに直接的な理由であるのに対し， 家庭的理由では 「家事労働ても疲






「 社 会 的 理 由 T 宰庭的理由 T 個人的 理 由
運動歴有 ｜ 例 I 1s 43% 
運動歴無 ｜ 21% I 30% 50% 














~ょ 20 代 30 代 40 代N % N % N % 
有る者 20 40.8 22 64.7 16 59.3 
無い者 8 18.6 46 43 .4 29 34.5 
















































よど 20 代 30 代 40 代有 N 無 N 有 N 無 N 有N 無 N
バトミントン 6 6 JS 25 8 18 
ノfレーボール I 2 5 8 2 8 
ス キ I 。 5 6 3 4 
卓 球 7 I 。 4 4 3 
キャッチボール 。 。 5 9 4 。ソフトボール
な わ と び I 。 3 5 I I 
ボウリン グ 4 。 I 3 。 I 
水 初t 2 。 2 3 。 I 
ス ケー ト 2 。 I 4 。 。
散 歩 2 。 。 3 I I 
美容 体操 I 。 。 I 2 I 
テノレピ 体操
ラジ オ 。 I I 。 。 2 
ア 一 ス 。 。 2 I 。 。
ピクニック ・ノ、 。 。 。 2 。 I イキング（歩く）
サ 、y カ 。 。 。 I 。 。
コキ jレ フ 。 。 I 。 。 。
軽 登 山 。 。 。 I 。 。
ランニングP 。 。 。 I 。 。
ダ ン ス I 。 。 。 。 。






























これからみるとダンスの実施可能性度は4.33点，パ トミン トン2.63点、， スキー2.39点，
体操2点と高く，次いでバレーボール，卓球，テニス，登山の順である。バスケ ットボー
ル，陸上は非常に低くかった。




運動歴種目 人数 9も 運動歴種目
バレーボール 49 44.5 f本 操
卓 球 35 31.8 ヌよえ王 山
ス キ 23 20.9 日 舞
バスケッ トボール 18 16.4 洋 舞
陸 上 15 13.6 弓 道
ア ス 11 10.0 オ1 泳
ノf トミントン 8 7.3 婦人スポーツサー クル
ソ フ ト 8 7.3 な ぎ な た
ダ ン ス 6 5.5 乗 j馬










5 4.5 A B c L 
N N N N 
5 4.5 バレーボール4骨 12 16 10 I. 59 
4 3.6 卓 域3日 6 13 7 1.46 
4 3.6 ス キ 一間 1 8 6 2 .39
4 3.6 バスケットボーJ内田 1 0 0 0.1 
2 1.8 陸 上(I日 0 1 0 0 .13 
2 1.8 ア ス（1 1 4 3 1.27 
1 0.9 
ノTトミントン（8) 3 4 4 2 .63
ソフ トボ－ Jt,{8) 1 1 2 0.5 
1 0.9 
ダ ン ス（6) 5 4 3 4 .3 
1 0.9 
体 操（5) 3 0 1 2. 0 
スケー ト（5) 1 0 0 . 6 
登 山（5) 1 0 3 1. 2 
日 舞｛41 0 1 0 0目5
表14 運動歴をもっ種目を行なっていない理由
運動歴の種目 社会的理由 家庭的理由 個人的理由
バレーボール
N % N % N % 
14 36.8 9 23.6 15 39.4 
「 社会的理由丁寧庭的理由丁 個人的理由 寸
37% l制 ｜ 39% 
卓 球 16 51.6 4 12.9 1 35.4 52% I 13I 35% 
ス キ 8 40.0 4 20.0 8 40.0 40% 40% 
ダ ン ス 2 50.0 1 25.0 1 25.0 50% 25% Iぉ
ア ス 3 37.5 2 25.0 3 37.5 38% 25% 38% 
ノf トミントン 3 37.5 2 25.0 3 37.5 38% 25% 38% 
バスケットボール 6 46.1 3 23.0 4 30.7 46% I 23% I 31% 
陸 上 競 技 3 25.0 3 25.0 6 50.0 25% 25% 50% 
ソフトボール 3 33.3 。。6 66.7 33% 67% 
ス ケ ト 1 25.0 1 25.0 2 50.0 25% 25% 50% 
f本 操 2 50.0 1 25.0 1 25.0 50% 25% I 25% 
玄主き牛と 山 1 25.0 。。3 75.0 25% 75% 
日 舞 1 25.0 。。3 75.0 25% 75% 
弓 道 1 33.3 。。2 66.7 3% 67% 





N ま と め
以上，婦人の健康についての調査資料を分析したところ，次のような結果が出た。
①運動歴の有る婦人と無い婦人の聞には健康観の遠いがみとめられない。
②健康意識については血圧の認知で運動歴の有る者がわずかに高かったのみで，健康
維持の工夫でも差は認められなかった。
③ 余暇時間に対するスポーツ及び身体活動時間の割合は，運動歴の有無によって大き
な違いはなかったが，余暇時間に30分の差がみられ，過ごし方によっては大きな差が
出る可能性が考えられる。
④ スポーツ及び身体活動については運動歴の有る者の方が実施度もはるかに高く，余
暇が増えたら「スポーツをしたい」など関心度も高い。
家族と運動するものは有者の方がかなり多く，特に30～40才代の有者が多い。
また種目に片寄りが少ない事がいえる。
実施していない理由では，社会的理由（直接的理由）が有者に多く，家庭的理由
（間接的理由）が無者に多い。これらについても解決法を具体的に考えていく必要を痛
感する。
⑤ 過去の運動歴が実践に与える影響は，種目によって差があることが判った。
実施可能性度の高い種目ほど条件が備うに従って実践へと結びついていくだろうが，実
施可能性度の低い種目では条件を備えただけでは実践に結び、ついていかないと考える。
それを少しでも実践に結びつけていく為には運動の必要性だ、けを解くのではなく，運動種
目それぞれの晴好度を高める方法をもっと研究していく必要があろう。運動がスポーツマ
ンだけのものに弟冬らないでほしい。
最後にこの研究に資料を提供くださった栄養短大奈良くり先生，札幌大学太田恭子先生
藤女子大川端ひろ子先生，道女子短大布上先生，久保田先生に厚くお礼申し上げます。
(1971・4・1) 
